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１．はじめに

近年，６次産業化の取組の進展に伴い，６次産業化
の評価，特に経済的側面からの評価が求められている。
さらに，売上の伸び悩みや利益が少ないなどの課題を
抱える取り組みの場合，具体的な改善策が問われてい
る。しかし，既存の経済評価法は，原料生産から加工・
販売までの各段階でどれくらいの価値が生じているの
か，また，どの段階で課題が生じているかを分析でき
ず，課題解明や課題解決に活用しづらい。

そこで，６次産業化の経済効果の数値化による評価
を可能にするとともに，課題の掘り起こしやシミュ
レーションができる６次産業化シミュレーター
LASTS ver.2（ラスツ：The simulator to be Linked 
Agriculture to Secondary and Tertiary Sectors，以
下 LASTS，ソフト情報センタープログラム登録番号：
P 第11095- １号．著作権：国立研究開発法人 農業・
食品産業技術総合研究機構，プログラム開発者：大西
千絵，2020年登録）を開発した。

２．LASTS の仕組み

LASTS は，Microsoft Excel 2019以上で動くプログ
ラムである。LASTS では，農商工連携と農業の多角
化の両方をまとめて６次産業化と定義し，どちらも分
析することができる。

６次産業化の取り組みの約７割が，農産物の加工・
販売に関するものである。LASTS は，６次産業化に
おける加工・販売の経済効果，経済的持続可能性評価，
課題の掘り起こし，シミュレーションを行うことがで
きる。

LASTS は，２つの入力シート（図１，図２）と１
つの結果シートでできている（図３）。まず，図１の
バリューチェーン入力シートを開き，６次産業化にか
かわる生産者をはじめ，関係する全事業者の名称を入

力する。そして，農産物，加工品のバリューチェーン
を入力する。次に，図２のデータ入力シートを開き，
商品名，単価，販売数量を入力する。すると，データ
入力シートの右端に，６次産業化で新たに生じた価値
を表す数値（プレミアム）と，経済的観点からの取り
組みの持続可能性を評価した数値（A-Score）が自動
で出力される。以上の入力が終わると，図３の結果画
面に，プレミアムと A-Score のほか，売上予測値が
出力される。

３．LASTS を使ってできること

１）新しく生じた価値の評価
プレミアムの数値をもとに，６次産業化によって新

しく生じた価値を評価することができる。例えば，プ
レミアムが大きいほど，新たに生じた価値が大きくな
る。プレミアムが０の場合は，加工・販売を行っても
新たな価値が生じていないことを示し，プレミアムが
マイナスの値の場合は，赤字であることを示す。

２）経済的持続可能性の評価
A-Score の数値をもとに，６次産業化の取り組みが

図１　バリューチェーン入力画面
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経済的に持続可能かどうかを評価することができる。
A-Score は，０から１までの値，または測定不能を表
す「α」が表示される。A-Score が０またはαの場合，
その取り組みは経済的に持続不可能であることを示
す。

３）６次産業化の課題の解明
上記１），２）のとおり，６次産業化の取り組みを

評価することによって，その課題を明らかにすること
ができる。プレミアムが０以下の場合や，A-Score が
０またはαの場合は，取り組みに課題がある。例えば，
図２，図３の A の JA 一次加工の列のプレミアムが
０以下であった場合は，A の段階に課題があること
を意味している。

４）課題の解決策のシミュレーション
上記３）で明らかになった課題について，LASTS

を用いて，課題の解決策をシミュレーションすることが
できる。例えば，単価の見直しである。単価を見直した
場合のデータを再入力し，プレミアム，A-Score，売上
予測値の変化をシミュレーションすることができる。

５）新規に取り組む場合のシミュレーション
LASTS では，既存の取り組みだけではなく，新規

に６次産業化に取り組む場合もシミュレーションする
ことができる。具体的には，新規の取り組みで想定さ
れるバリューチェーン，商品の単価，販売数量を入力
する。データ入力後，プレミアム，A-Score，売上予
測値を確認し，想定したバリューチェーン，単価，数
量で課題があるようであれば，計画を修正する。

４．おわりに

LASTS は，18都道府県で34件の利用があり（2021
年10月末時点），おもに各都道府県の公設試験研究機
関や普及機関，市町村，大学で利用されている。

LASTS の利用は，マニュアルを見れば，それほど
難しくない。しかし，生産者や関連事業者の利用には，
まだハードルが高いとの声があるため，より容易に操
作できる，LASTS for Farmers（仮称）を現在開発
している。この LASTS for Farmers は，農業法人や
関連事業者に気軽に使ってもらうことを目的に，ス
マートフォンアプリでの提供を予定している。
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図２　データ入力画面

図３　結果画面
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